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特 

集 

①

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定

さ
れ
、
４
月
か
ら
全
面
施
行
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
本
市

で
は
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
や
、
法
律
に
基

づ
く
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定

な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

■
き
ら
り
大
賞
　
本
市
で
は
、

男
女
の
性
別
に
関
係
な
く
、
個

性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
働
き

や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
（
欄
外

参
照
）。

■
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
（
明
保
野
町
）
　
本
市
の

男
女
共
同
参
画
推
進
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
次
の
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▽
学
習
・
研
修
（
６
月
開
催
の

講
座
は
18
ペ
ー
ジ
参
照
）。

▽
相
談
支
援
。

▽
交
流
・
市
民
活
動
支
援
。

▽
情
報
収
集
・
提
供
。

▽
そ
の
他
　
仕
事
と
生
活
の
調

和
を
図
る
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
を
実
現
し
、

女
性
の
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
」

を
図
る
た
め
、
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
☎（
636
）４
０
７
５
へ
。

問
男
女
共
同
参
画
課
☎（
632
）２

３
４
３

　
約
６
割
の
女
性
が
出
産
・
育

児
に
よ
り
退
職
し
て
い
る
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
（
上
の
グ
ラ

フ
１
）。
理
由
の
内
訳
を
見
る

と
、
４
人
に
１
人
が
「
仕
事
と

育
児
の
両
立
が
難
し
か
っ
た
の

で
辞
め
た
」
と
し（
上
の
グ
ラ

フ
２
）、
さ
ら
に
具
体
的
な
理

由
と
し
て
も
っ
と
も
多
か
っ
た

の
が
「
勤
務
時
間
が
合
い
そ
う

も
な
か
っ
た
」で
す
。

　
女
性
が
就
業
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
長
時
間
労
働
の

抑
制
や
短
時
間
で
質
の
高
い
仕

事
を
評
価
す
る
仕
組
み
な
ど
、

多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
を
可
能

に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ

共
働
き
の
夫
の
う
ち
、
家
事
を

し
て
い
る
人
は
約
２
割
、
育
児

を
し
て
い
る
人
は
約
３
割
（
平

成
23
年
社
会
基
本
調
査
・
総
務

省
）
と
低
く
、
男
性
の
育
児
休

業
率
も
、
増
加
傾
向
に
あ
る
も

の
の
約
２
パ
ー
セ
ン
ト
と
非
常

に
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま

す
（
上
の
グ
ラ
フ
３
）。

　
男
性
が
仕
事
と
育
児
を
両
立

さ
せ
る
た
め
に
は
、
「
イ
ク
メ

ン（
育
児
に
積
極
的
な
男
性
）」

や
「
イ
ク
ボ
ス
（
部
下
の
仕
事

と
育
児
の
両
立
を
支
援
す
る
上

司
）」
の
普
及
な
ど
、
男
性
の

仕
事
と
育
児
の
両
立
に
つ
い
て
、

職
場
で
の
意
識
改
革
が
必
要
で

す
。

　
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
人

口
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

経
済
や
社
会
を
活
性
化
し
て
い

く
た
め
に
は
女
性
の
力
を
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
誰
も
が
働
き
や
す
い
環
境
整

備
や
、
多
様
性
の
あ
る
社
会
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
長

時
間
労
働
を
改
善
し
た
り
、
育

児
や
介
護
の
支
援
を
し
た
り
す

る
な
ど
、
社
会
全
体
で
働
き
方

を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る

活
躍
推
進
に
関
す
る
法
律
（
女

性
活
躍
推
進
法
）
の
施
行
　
女

性
の
職
業
生
活
で
の
活
躍
を
推

進
し
、
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
を

◎平成27年度「きらり大賞」受賞事業者の主な取り組み　■アラマキ（機械工具・機械部品・工場消耗
品の営業卸売り）▽仕事と家庭生活、その他の活動との両立支援▽宇都宮卸商業団地協同組合内で働く女
性ネットワーク運営の支援。■スキット（情報処理サービス業、IT関連サービス業）▽男女ともに人とし
て成長するためのキャリア支援▽子育てしやすい職場環境の整備。■今泉保育園（保育所）▽出産・育児
などライフイベントに対する理解と配慮による継続就業支援▽ワーク・ライフ・バランスの推進。

2

※タイトルは、国の平成28年度「男女共同参画週間」のキャッチフレーズです。
◎平成27年度「きらり大賞」受賞事業者の主な取り組み　■カナメ（建設業）▽女性の職域拡大のため
の積極的支援▽社員の意識改革の推進。■宇都宮大学（高等教育、教育研究）▽「アクションプラン」策
定による女性の活躍推進▽誰もが活躍できる職場環境の整備。■ハヤブサドットコム（移動体通信事業）
▽女性の能力を最大限に生かすためのキャリアアップ支援▽子育て支援と、働き方に対する意識改革促進。

求
め
ら
れ
る
　女
性
が

子
育
て
し
な
が
ら
継
続
し
て

働
き
続
け
や
す
い
職
場
づ
く
り

ま
だ
ま
だ
少
な
い

男
性
の
家
事・育
児

女
性
が
輝
く
と
日
本
が
輝
く

女
性
の
活
躍
を

推
進
す
る
取
り
組
み

▽内容　女性活躍推進法に基づく事業主行動
計画の策定や、誰もが働きやすい職場環境づ
くりに向けて、助言や情報提供を行うコンサ
ルタントを派遣。
▽対象　次の全てに当てはまる事業所。①市
内に事務所または事業所がある従業員300人
以下の中小企業②宗教活動や政治活動が主た
る目的の団体ではない③特定の公職者（候補
者含む）や政党などを推薦・支持・反対する
目的の団体ではない④暴力団や暴力団員の統
制下にある団体・個人ではない⑤応募時点で
法令に違反する事実がなく、事業実施時に法
令に違反しないことが確実であると認められ
る⑥市税を滞納していない。
▽申込期限　6月10日。
▽その他　申し込み方法など、詳しくは、男
女共同参画課☎(632)2343へ。

アドバイザーを派遣します
ワーク・ライフ・バランス
推進コンサルタント派遣事業

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
、み
ん
な
の「
暮
ら
し
や
す
い
」を

６月23～29日は男女共同参画推進週間

　
女
性
の
活
躍
の
場
が
広
が
り
、力
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
は
、経
済
や

社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
男
女
が
共
に
家
庭
や
地
域
を
担
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、

女
性
だ
け
で
な
く
男
性
に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
な
り
ま
す
。

　
誰
も
が
働
き
や
す
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
性
を
生
か
せ
る
社
会
づ

く
り
の
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
、考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　私の会社は、半数以上が女性社員です。能力を生
かして活躍し、貴重な戦力になっているので、出産や
育児、介護などで辞められてしまうと会社として困って
しまいます。また、仕事がしたいのに子育てや介護など
を理由に復帰できないのはもったいないことです。そこ
で、育児休業や在宅勤務制度、委託の託児所設置な
ど、女性社員だけでなく男性社員にも広く利用される
支援制度を整えました。復帰後のさらなる環境づくり
のため、在宅勤務制度の整理など、課題として引き続
き取り組みを進めていきます。
　また、「働きやすい」だけでなく、「働きがいのある」
会社を目指しています。私は管理職として社員に、仕
事に対して自ら考え、目的を見つけ、働きがいを持って
もらえるよう、心掛けて指導しています。「働きがい」は、
子育てや介護な
どをしていても
「仕事がしたい」
と思う力につな
がるのではない
かと思います。

　私の職場では、男女関
係なく、育児休業・介護休
暇・子どもの看護休暇を利
用することができます。私
は、そのうちの子どもの看
護休暇を、保育園に通う
子どもが熱を出した時など
に利用しています。チームで仕事を進めているため、
簡単な引き継ぎをすれば、休んでもフォローできる体
制が整っているので、休みを取りやすい環境があり、
制度の利用しやすさにもつながっていると思います。
また、仕事の裁量が個人に任されているので、毎日
それぞれの生活に合ったスケジュールを組むことが
できます。　私は、子どもとの時間をできるだけ多く
作るためスケジュール管理を心掛けています。
　私生活が充実すれば
仕事への活力にもつなが
り、仕事も充実してこそ私
生活を楽しめます。そんな
いいサイクルで、これから
も仕事と家庭を両立させ
ていきたいと思います。

グラフ1　第１子出産前後の女性の継続就業率

グラフ2　妊娠・出産後に退職した理由

グラフ3　男性の育児休業取得率

出典　国立社会保障・人口問題研究所「第14回出生動向基本調査」
1985～89年

1996 1999 2002 2004 2005 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2020
（年）

1990～94年 1995～99年 2000～04年 2005～09年 2020年

出典　厚生労働省「女性雇用管理基本調査」（～2007年）、厚生労働省「雇用均
　　　等基本調査」（2008年～）。なお2011年は岩手・宮城・福島を除く結果

出典　三菱UFJリサーチ
アンド

＆コンサルティング「両立支援に係る諸問題に関する
　　　総合的調査研究」（平成20年）

家事・育児に専念
するため自発的に
辞めた

特にない
その他

子を持つ前と仕事の内容や
責任などが変わってしまい、
やりがいを感じられなく
なった（なりそうだった）

解雇された、
退職勧告された

仕事を続けたかったが、
仕事と育児の両立の
難しさで辞めた

夫の勤務地や転勤の問題で
仕事を続けるのが難しかった

結婚・出産・育児を機に
辞めたが、理由は結婚・
出産などに直接関係ない
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仕事と家庭を両立して
　　　家族との時間を大切に

仕事を続けたいと思える
「働きがい」をつくる

スキット
（旧ユーキャン・清住2丁目）
ディレクタ
　阿部　佳代さん
 （管理職）

アラマキ（問屋町）
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◎平成27年度「きらり大賞」受賞事業者の主な取り組み　■アラマキ（機械工具・機械部品・工場消耗
品の営業卸売り）▽仕事と家庭生活、その他の活動との両立支援▽宇都宮卸商業団地協同組合内で働く女
性ネットワーク運営の支援。■スキット（情報処理サービス業、IT関連サービス業）▽男女ともに人とし
て成長するためのキャリア支援▽子育てしやすい職場環境の整備。■今泉保育園（保育所）▽出産・育児
などライフイベントに対する理解と配慮による継続就業支援▽ワーク・ライフ・バランスの推進。

2

※タイトルは、国の平成28年度「男女共同参画週間」のキャッチフレーズです。
◎平成27年度「きらり大賞」受賞事業者の主な取り組み　■カナメ（建設業）▽女性の職域拡大のため
の積極的支援▽社員の意識改革の推進。■宇都宮大学（高等教育、教育研究）▽「アクションプラン」策
定による女性の活躍推進▽誰もが活躍できる職場環境の整備。■ハヤブサドットコム（移動体通信事業）
▽女性の能力を最大限に生かすためのキャリアアップ支援▽子育て支援と、働き方に対する意識改革促進。
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▽内容　女性活躍推進法に基づく事業主行動
計画の策定や、誰もが働きやすい職場環境づ
くりに向けて、助言や情報提供を行うコンサ
ルタントを派遣。
▽対象　次の全てに当てはまる事業所。①市
内に事務所または事業所がある従業員300人
以下の中小企業②宗教活動や政治活動が主た
る目的の団体ではない③特定の公職者（候補
者含む）や政党などを推薦・支持・反対する
目的の団体ではない④暴力団や暴力団員の統
制下にある団体・個人ではない⑤応募時点で
法令に違反する事実がなく、事業実施時に法
令に違反しないことが確実であると認められ
る⑥市税を滞納していない。
▽申込期限　6月10日。
▽その他　申し込み方法など、詳しくは、男
女共同参画課☎(632)2343へ。

アドバイザーを派遣します
ワーク・ライフ・バランス
推進コンサルタント派遣事業

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
、み
ん
な
の「
暮
ら
し
や
す
い
」を

６月23～29日は男女共同参画推進週間
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。

　私の会社は、半数以上が女性社員です。能力を生
かして活躍し、貴重な戦力になっているので、出産や
育児、介護などで辞められてしまうと会社として困って
しまいます。また、仕事がしたいのに子育てや介護など
を理由に復帰できないのはもったいないことです。そこ
で、育児休業や在宅勤務制度、委託の託児所設置な
ど、女性社員だけでなく男性社員にも広く利用される
支援制度を整えました。復帰後のさらなる環境づくり
のため、在宅勤務制度の整理など、課題として引き続
き取り組みを進めていきます。
　また、「働きやすい」だけでなく、「働きがいのある」
会社を目指しています。私は管理職として社員に、仕
事に対して自ら考え、目的を見つけ、働きがいを持って
もらえるよう、心掛けて指導しています。「働きがい」は、
子育てや介護な
どをしていても
「仕事がしたい」
と思う力につな
がるのではない
かと思います。

　私の職場では、男女関
係なく、育児休業・介護休
暇・子どもの看護休暇を利
用することができます。私
は、そのうちの子どもの看
護休暇を、保育園に通う
子どもが熱を出した時など
に利用しています。チームで仕事を進めているため、
簡単な引き継ぎをすれば、休んでもフォローできる体
制が整っているので、休みを取りやすい環境があり、
制度の利用しやすさにもつながっていると思います。
また、仕事の裁量が個人に任されているので、毎日
それぞれの生活に合ったスケジュールを組むことが
できます。　私は、子どもとの時間をできるだけ多く
作るためスケジュール管理を心掛けています。
　私生活が充実すれば
仕事への活力にもつなが
り、仕事も充実してこそ私
生活を楽しめます。そんな
いいサイクルで、これから
も仕事と家庭を両立させ
ていきたいと思います。

グラフ1　第１子出産前後の女性の継続就業率

グラフ2　妊娠・出産後に退職した理由

グラフ3　男性の育児休業取得率

出典　国立社会保障・人口問題研究所「第14回出生動向基本調査」
1985～89年

1996 1999 2002 2004 2005 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2020
（年）

1990～94年 1995～99年 2000～04年 2005～09年 2020年

出典　厚生労働省「女性雇用管理基本調査」（～2007年）、厚生労働省「雇用均
　　　等基本調査」（2008年～）。なお2011年は岩手・宮城・福島を除く結果

出典　三菱UFJリサーチ
アンド

＆コンサルティング「両立支援に係る諸問題に関する
　　　総合的調査研究」（平成20年）

家事・育児に専念
するため自発的に
辞めた

特にない
その他

子を持つ前と仕事の内容や
責任などが変わってしまい、
やりがいを感じられなく
なった（なりそうだった）

解雇された、
退職勧告された

仕事を続けたかったが、
仕事と育児の両立の
難しさで辞めた

夫の勤務地や転勤の問題で
仕事を続けるのが難しかった

結婚・出産・育児を機に
辞めたが、理由は結婚・
出産などに直接関係ない

39.0％

7.2
％4.7

％

26.1％

9.0％

2.6
％

9.8
％

1.5
％

（％）60

50

40

30

20

10

0

39.0 39.3 38.1 39.8 38.0

（目標値）
55.0

（％）13.0
12.0
10.0
9.0
8.0
7.0
6.0
5.0
4.0
3.0
2.0
1.0
0.0

0.12 0.42 0.33 0.56 0.50
1.56 1.23 1.72 1.38

2.63 1.89 2.03 2.30

（目標値）
13.0

仕事と家庭を両立して
　　　家族との時間を大切に

仕事を続けたいと思える
「働きがい」をつくる

スキット
（旧ユーキャン・清住2丁目）
ディレクタ
　阿部　佳代さん
 （管理職）

アラマキ（問屋町）
  営業　大塚  真さん
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